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2025/02/01 令和 6年度連続講座 見る・知る・学ぶ 丹波の歴史 第 6回           於ハートフルかすが 

中世城郭の楽しみ方と春日の山城 

山崎 裕太  

（神戸大学大学院人文学研究科博士課程後期課程 1年） 

 

○城の基本知識 

・縄張（なわばり）：城の防御構造物の配置・設計。 

・曲輪（くるわ）：本丸、二の丸といった、城内の区画となる平坦地。 

・切岸（きりぎし）：斜面を削ったり盛ったりすることで造成した急斜面。 

・土塁（どるい）：防御のために土を盛ったり削ったりして造成した土手。 

・虎口（こぐち）：曲輪の出入り口。枡形虎口、食い違い虎口、平入り虎口、など。 

・馬出（うまだし）：虎口を守るために、堀を渡った対岸に設けた小曲輪。 

・堀切（ほりきり）：尾根を遮断する堀。 

・竪堀（たてぼり）：斜面を下に落ちる堀。 

・横堀（よこぼり）：山城で、曲輪の山腹・裾を囲うように伸びる堀。 

○縄張図を作成する 

・兵庫県 CS立体図の元データ（https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk26/3dgeo.html） 

 →G空間情報センターのサイトにアクセス。 

・CS立体図を簡単に閲覧できるサイト「open-hinata」 

（https://kenzkenz.xsrv.jp/open-hinata/?s=y4LoN6） 

 →「背景」をクリック→「自然、立体図、地質図、標高図等」をクリック→閲覧したい都道府県の CS

立体図・赤色立体図をクリック（目のアイコンとネジ？のアイコンの間のボックスにチェックを入れる

と地理院地図と合成されるため、目的地点を探しやすい）。 

・3Dスキャンできる iPhoneアプリ「Scaniverse - 3D Scanner」 

○古文書を自分で読んでみたい方向けの史料集 

・『兵庫県史 史料編』中世 1～9 巻（丹波市周辺は 3 巻、国立国会図書館デジタルコレクションの送信

サービスで閲覧・全文検索可能） 

・藤田達生・福島克彦編『史料で読む戦国史 3 明智光秀』（八木書店、2014年、明智光秀発給文書） 

○古文書 

・（天正 3年〈1575〉）11月 24日付け吉川元春宛八木豊信書状（「吉川家文書」、『兵庫県史史料編９』よ

り転載） 

（3条目、書き下し）信長へ出石・竹田より、連々懇望をなすに依り、惟任日向守丹波に至りて乱入し候。

即ち荻悪竹田表より引き退かれ、黒井城に楯て籠もられ候。かの城の廻りに、十二、三ヶ所相陣を付け

置かれ候。この内近きは城々尾崎に一陣を執り堅められ候。兵粮等相続あるべからず候間、来春は一途

たるべき様、風聞候。丹波国衆過半、残す所無く惟日に一味し候。 

（現代語訳）出石城・竹田城の敵が織田信長に助けを求めたので、明智光秀が信長の指示により丹波に乱

入してきました。それを受けて荻野直正は即座に竹田城方面から引き返して、黒井城に籠城しました。
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明智方は黒井城の廻りに 12，3 か所陣所を作っています。そのなかでも近い陣は黒井城の尾根先に作

られています（？）。兵粮などは持続する見込がないため、来春には荻野が降参して丹波が統一される

だろうという噂が立っています。丹波の国衆（地域の有力武士）の大半は、もれなく明智に味方してお

ります。 

 

・天正 8年（1580）7月 23日付け斎藤利三下知状（「白毫寺文書」、『兵庫県史史料編３』より転載） 

（書き下し）白毫寺へ還住の衆僧、当陣人足の儀、用捨せしめ候いおわんぬ。其の意を成すべく候也。 

・（天正 12年（1584））4月 5日付け某宛羽柴秀吉朱印状写（『豊臣秀吉文書集２』吉川弘文館より転載） 
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（書き下し）書状披見し候。仍て黒井古城へ牢人共取り上り候処に、亀山留守し候者と相談し、八上表に

至り相越し候処に、則ち逃散し候由に候。この間、陣を寄せしむる在所これあるべく候間、よくよく相

改め申し越さるべく候。はたまたこの表のこと、いよいよ丈夫に申し付け候間、気遣いあるべからず

候。なお追々申すべく候。恐々謹言。 

（現代語訳）書状を拝見しました。黒井古城へ牢人らが登って立て籠もったのに対し、亀山城（亀岡市）

の留守を預かっている者と相談して八上方面まで出撃したら、たちまち黒井古城の敵たちは逃げてい

ったとのことですね。この間に敵が陣を置いて滞在している地域があるはずですから、よくよく調査し

て報告しなさい。さて、こちらの方面（小牧・長久手合戦）については、軍勢にしっかりと命じて万全

ですので、お気遣いには及びません。詳しくは追々申します。恐々謹言。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

○黒井城縄張図 
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○野村城 
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1947年 11月 1日撮影米軍空中写真 

（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=1181558） 

・空中写真の実体（立体）視 

  

（左：同上、右：1947年 11月 1日撮影米軍空中写真） 

（https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do?specificationId=1181557） 
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・「丹波志」巻 26（内閣文庫本、国立公文書館

デジタルアーカイブより転載） 

（https://www.digital.archives.go.jp/img/4158215） 

 ・野村家長・家久の城。 

 ・東北に外堀があり、艮＝東北角より 1町ほ

ど弓形に土居があり、この東が下屋敷。 

 ・現存する地点は上屋敷という。 

→空中写真の実体視から約 70ｍ四方の方形区

画を見出せる。 

 土塁の櫓台状部分の塁線の折りと下屋敷の

方形区画の南辺はラインが対応。 

 集落から離れた立地？（村絵図/集落田畠の

灌漑用水と城の堀との関係がわかるといい

が･･･） 

→方形の曲輪が並列する構造。現存遺構や通称

地名からは上屋敷が中心だが、本来は並列的

性格では。 

在地領主の方形居館なのか？ 黒井城をめぐ

る戦国期の戦乱の中で使用された可能性。 

○丹波市の地籍図の閲覧「地番家屋図と古図（旧字限図）の閲覧及び取得の方法について」 

（https://www.city.tamba.lg.jp/soshiki/zemuka/gyomuannai/2/3/2309.html） 
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